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1. はじめに

日本公開天文台協会（JAPOS）は、皆既月食や土星食のような注目度の高い天文現象が見られるたび

に、全国の公開天文台が実施する観望会やオンライン中継情報を集約した特設ウェブサイト（以下、キ

ャンペーンサイト）を制作・公開している。これらのサイトは、天文現象に興味を持つ人々に対し、近

隣の公開天文台におけるイベントへの参加機会や関連情報を提供する役割を担っている。

本稿では、このキャンペーンサイトの持つ広報的・教育的意義に鑑み、2025 年 9 月 8 日の皆既月食

に合わせて開設したキャンペーンサイトのアクセスログデータ（Google Analytics 及び Google Search 

Console）を分析の主たる対象とする。具体的には、ウェブサイトのアクセス数や検索キーワードデー

タを詳細に調査することで、一般の人々の天文現象への関心度を定量的に評価することを目的とする。

さらに、2024 年 12 月 8 日に見られた土星食キャンペーンのデータとの比較を通じて、天文現象の種類

が人々の興味・関心に与える影響について考察する。

2. キャンペーンの概要

2.1. 2025年の皆既月食

2025年皆既月食キャンペーンサイトは、2025年 9月 8日に見られた皆既月食に合わせて、公開天文

台の観望会やオンライン中継情報を集約する形で制作された[1]。本キャンペーンは、担当理事の石橋

氏が 2025年 8月 22日に JAPOSのメーリングリストを通じて情報提供を呼びかけ、皆既月食当日まで

に 15件の情報が寄せられた[2]。この皆既月食は深夜に見られる現象であり、多くの人々にとって観

察が困難な時間帯であったにも関わらず、本キャンペーンサイトには高いアクセス数を記録した。サ

イトの閲覧数は、9月 5日から 11日までの 1週間で 21,024件に達し、特に皆既月食当日の 9月 8日に

は 14,144件の閲覧があった(図 1)。

2.2. 2024年の土星食キャンペーン

比較対象である、2024年 12月 8日に見られた土星食の際に JAPOSが制作したキャンペーンサイトに

ついて述べる。この土星食は、夜間では 17年ぶりに見られた現象である。皆既月食と比較して観測し

やすい時間帯であったことも影響し、公開天文台から合計 32件の情報提供があった[3]。このキャン

ペーンサイトの閲覧数は、2024年 12月 5日から 11日までの 1週間で 2,691件であった（図 1）。
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図 1 2025 年の皆既月食と 2024 年の土星食のキャンペーンサイト閲覧数の推移(件)

Google Analytics より閲覧数データを抽出し、筆者作成

3. データ分析

3.1. 閲覧数の比較

2025 年の皆既月食キャンペーンサイトは、2024 年の土星食キャンペーンサイトと比較して、著しく

高い閲覧数を記録した。皆既月食キャンペーンは 1 週間で 21,024 件の閲覧があったのに対し、土星食

キャンペーンは同期間で 2,691 件であった。この結果は、皆既月食キャンペーンサイトが土星食キャン

ペーンサイトの約 8 倍の閲覧数に達したことを示している。

3.2. 検索キーワードの分析

両キャンペーンサイトの流入元を分析するために、Google Search Console を用いて、Google 検索の

キーワードを調査した。

皆既月食があった週の流入キーワードでは、「皆既月食 2025」や「月食 2025」といった現象名に加

えて、「皆既月食 ライブ」や「月食 中継」といったオンラインでの中継に関するキーワードが上位を

占めていた（表 1）。このことから、深夜の現象であったため、実際に観察するだけでなく、オンライ

ンで手軽に楽しめることを求めるユーザーが多かった可能性があることが推察される。

一方、土星食があった週のキャンペーンサイトの流入キーワードは、土星食に関する検索数が皆既

月食に比べて少なかった（表 2）。特に注目すべきは、「土星食 肉眼」というキーワードが見られた点

である 。これは、土星食の観察方法について、一般の人々の間に疑問があったことを示唆する。ま

た、「土星食 ライブ」というキーワードが少ないことから、オンライン中継の需要が低かった、ある

いは現象自体の認知度が低かった可能性が示唆される。

表 1 2025 年 9 月 5 日から 11 日における皆既月食キャンペーンサイトへ流入があった Google 検索キ

ーワード上位 10 件における各種指標、Google Search Console よりデータを抽出し、筆者作成

Google 検索のキーワード 流入数 流入率 平均掲載順位

皆既月食 2025 1695 0.4% 9.25
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月食 2025 441 0.4% 9.98

皆既月食 ライブ 220 2.2% 7.35

月食 ライブ 193 3.3% 5.55

月食 中継 126 10.6% 3.46

皆既月食 中継 125 8.2% 3.48

皆既月食 2025 ライブ 103 9.0% 3.22

皆既月食 2025 日本 84 7.3% 4.29

皆既月食 2025 ライブ 62 8.1% 3.59

皆既月食 次回 54 1.1% 7.25

表 2 2024 年 12 月 5 日から 11 日における土星食キャンペーンサイトへ流入があった Google 検索キー

ワード上位 10 件における各種指標、Google Search Console よりデータを抽出し、筆者作成

Google 検索のキーワード 流入数 流入率 平均掲載順位

土星食 156 0.52% 8.34

土星食 時間 37 12.33% 5.40

土星食 次回 31 3.22% 7.02

土星食 2024 25 1.04% 9.39

土星食 名古屋 9 2.22% 6.48

土星食 肉眼 8 2.44% 7.92

土星食 次 8 9.52% 5.44

土星食 大阪 7 5.43% 8.04

土星食 ライブ 6 1.53% 8.31

土星食 何年ぶり 6 6.12% 2.12

3.3. 分析のまとめ

皆既月食と土星食を比較することで、両天文現象の注目度の違いが明確になった。この結果から、

皆既月食は比較的頻繁に発生し、特別な観測機器も必要としないため、身近で気軽に楽しめる天文現

象として広く認識されていると推察される。

一方で、土星食は 17年ぶりという希少性にも関わらず、土星食に関する認知度は低い可能性があ

る。これは、観察方法や現象自体の理解が一般に浸透していないことに起因していると考えられる。

また、北海道など居住地によっては、土星食が見られなかったことも、全体の関心度の低さに影響を

与えた可能性がある。

4. まとめ

本稿では、2025年の皆既月食と 2024年の土星食をキャンペーンサイトのアクセスデータを分析し、

一般の人々への天文現象の関心度について考察した。最も顕著な知見は、両キャンペーンサイトの閲

覧数に大きな隔たりがあったことである。皆既月食キャンペーンサイトの閲覧数が圧倒的に高かった

主な要因として、天文現象の社会的な認知度の違いが考えられる。この結果は、皆既月食が多くの

人々の関心を集める有効な天文イベントであることを示唆しており、次回の 2026年 3月の皆既月食も

施設や JAPOSにとって効果的な広報・教育活動の機会となりうる可能性を秘めている。

最後に、本研究の限界について述べる。本研究はキャンペーンサイトのアクセスデータに基づいて
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分析を行ったため、インターネットをあまり利用しない層は分析対象に含まれていない点に留意が必

要である。また、現象の発生時間帯や季節も、アクセス数に影響を与える可能性がある。今後の天文

現象においても同様の分析を継続することで、多角的な視点からウェブサイト利用者層をより深く理

解することが可能となるだろう。
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